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仕様
ヒステリシス設定可・電源ＯＦＦ後も設定値を保存

ＰＣへのデータ出力・測温範囲ＵＰ（０～７０℃）

Y82(40K)030925 CODE1902-380 第9版 140331 YYYY

CPUに「16F84」を採用、前採用のCPUに比べて倍のメモリエ

リアを生かしてデータテーブルを強化！「測温範囲」「精度」

UPされています。

また、EEPROMを内蔵しているので設定値（温度設定、ヒステリ

シス、モード）を電源が切れても保存することが可能になりま

した。

新たに追加されたヒステリシス設定は0～3℃まで設定可能な

のでこれでほとんどの制御用途に使用できます。

表示温度データを「ASCⅡキャラクタ」で出力しているのでP

CのRS232Cを利用して「ハイパーターミナル（Windows標準添

付）」でデータを取得することができます。

本製品はケース対応キットとなっております。（ケース加工

例は9ページを参照）市販ケース（タカチ製 SGP-135A,B）にぴっ

たりと収まるように設計されています。

［キット］

ＯＮ－ＤＯ２

ハンダ付けは別紙「正しい半田付けのしかた」を、よく読んで行

ってください。またハンダは「電子工作用」と書いてあるものか

成分が、スズ６０％・鉛４０％のものが扱い安くなっています。

DATA
OUT

4066 HCU04

HC4511

PIC 16F84

※熱時定数＝サーミスタの温度が周囲との温度差の６３％に達する時間
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赤緑
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温度センサ

入

出

引き抜け防止
のため穴に通
してからハン
ダ付けしてく
ださい。

電源電圧 DC9～12V

DCジャック：センタープラス 2.1φ)

動作電流(表示状態により変化) 最大 約20mA

リレー動作時電流 動作電流 +約10mA

計測温度範囲 -5～73℃(表示:0～70℃)

ヒステリシス設定範囲 0～3℃

基板動作温度範囲 0～70℃

計測誤差(表示上) ±1℃(校正後)

計測周期 約1秒

表示 7セグメントによる2桁

センサー NTCサーミスタ ×1

水中使用可/センサー部 エポキシ樹脂加工 耐熱85℃

コード長 約20cm /熱時定数 空気中15s

リレー ×1(1回路1接点)

定格負荷 AC125V 3A, DC 30V 3A

リレー動作モード 2モード

①設定温度より上で、リレーON

②設定温度より下で、リレーON

設定温度範囲 0～70℃

データアウト 表示温度を出力

[ASCⅡ CharacterSet]
※RS232C シリアルポート へ入力可能

※正規信号レベルではないので配線長は

1～1.5m程度でしか使用できません。

TTLアウト リレーオンの時「H:5V」出力

リレーオフの時「L:0V」出力

※WAPL入力ボードに入力可能

基板サイズ

メイン基板 W85 D66.5 H18 mm

パネル基板 W66.5 D30 H12 mm

ケース対応 対応品有り

タカチ製 SGP-135A,B W90 D135 H35 mm

※トランジスタの表記について

表記は「＊＊＊相当」となっています。

実際のパーツは組立リストを見て型番を

お確かめください。

8005

電源入力

校正用ＶＲ

低高
モード設定

下でＯＮ

上でＯＮ

温度設定

ＵＰ／ＤＷ

リレーモニタ
リレーオン時

点灯

リレー接点出力

104

223

4 9 0 0 4 7 4 0 1 9 0 2 6

・本製品およびそれらを構成するパーツ類は、改良、性能向上のため予告なく仕様、

外観等を変更する場合があることをあらかじめご了承ください。

・本製品は組立キットです。製作作業中の安全確保のため本書をよくお読みになり、

正しい工具の使用・手順を守ってください。

・完成品でない商品の性格上、組み立て後にお客様が期待される性能・品質・安全運

用等の保証はできません。完成後はお客様(組立作業者)ご自身の責任のもとでご使用

ください。

・本製品は機器への組込み他、工業製品としての使用を想定した設計は行っていませ

ん。また、本製品に起因する直接、間接の損害につきましては当社修理サポートの規

定範囲を超えての補償には応じられません。
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下記リストでパーツをチェックしてください。

リスト中の□にチェックを入れましょう。

パーツは小さなものもあり、なくしやす

いので袋から出した後は小皿などに入れ

て組み立て作業にかかりましょう。

□基板 大×１

小×１

[ON-DO2]

□ダイオード ×４

■抵抗

□ ２７０（赤紫茶金）×１

□ １Ｋ（茶黒赤金）×１

□ ３Ｋ（橙黒赤金）×２

□ ４．７Ｋ（黄紫赤金）×３

□ １０Ｋ（茶黒橙金）×３

□ ２２Ｋ（赤赤橙金）×３

□ ４７０Ｋ（黄紫黄金）×１

■小型抵抗

□ １．５Ｋ（茶緑赤金）×７

□ 積層セラミックコンデンサ

１０４（０．１μＦ） ×５

□ 電解コンデンサ １０μＦ ×１

□ 電解コンデンサ １００μＦ ×１

□３端子レギュレータ ×１
８００５

パーツの取り付けは組立参考図やパーツリストを見

ながら番号順に行ってください。

パーツは無理のない範囲で基板に当たるまで、きち

んと差込、ハンダ付けしてください。

①ダイオード

□Ｄ１(他より少し太めの物）－整流用ダイオード

□Ｄ２（メイン基板）

□Ｄ３（パネル基板）

□Ｄ４（パネル基板）

□Ｄ５（パネル基板）

向きに 注意！

□ＬＥＤ 赤 ×１
□ＬＥＤ 黄 ×１
□ＬＥＤ 緑 ×１

□ジャンパー線 ×１６
□ＩＣ ＨＣ４０６６[14PIN] ×１

□ＩＣ ＨＣＵ０４[14PIN] ×１

□ＩＣ ＨＣ４５１１[16PIN] ×１

□ＩＣ ＰＩＣ１６Ｆ８４[18PIN] ×１

□トランジスタ ×４
C1815-Y

□ＤＣジャック ×１

□７セグメント ×２

□タクトスイッチ ×３

□半固定抵抗 ×１
１ＫΩ（１０２）

□３φねじ ×４
□Ｌ金具 ×２

□マイラーコンデンサ ×１
０．０２２μＦ（２２３）

□リレー ×１

□発振子 ×１

□ダイオード

整流用（太め）×１

□温度センサ ×１

③抵抗

□Ｒ １ １０Ｋ（茶黒橙金）

□Ｒ ２ １０Ｋ（茶黒橙金）

□Ｒ ３ ２２Ｋ（赤赤橙金）

□Ｒ ４ ４７０Ｋ（黄紫黄金）

□Ｒ ５ １０Ｋ（茶黒橙金）

□Ｒ ６ ３Ｋ（橙黒赤金）

□Ｒ ７ ４．７Ｋ（黄紫赤金）

□Ｒ ８ ４．７Ｋ（黄紫赤金）

□Ｒ ９ ３Ｋ（橙黒赤金）

□Ｒ１０ ２２Ｋ（赤赤橙金）

□Ｒ１１ ２２Ｋ（赤赤橙金）

□Ｒ１２ ジャンパー線

□Ｒ１３ １Ｋ（茶黒赤金）

□Ｒ２１ ２７０ （赤紫茶金）

□Ｒ２２ ４．７Ｋ（黄紫赤金）

④ジャンパー線

□Ｊ１～１３
まっすぐに

差し込む

取付方向なし

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

大 小

②抵抗(小型)

□Ｒ１４ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ１５ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ１６ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ１７ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ１８ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ１９ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

□Ｒ２０ １．５Ｋ（茶緑赤金）パネル

商品の管理には万全を期していますが万が一「欠品」

があった場合は、お手数ですが下記までご連絡ください。

ＴＥＬ ０６－６６４４－４４４７（代）

ＦＡＸ ０６－６６４４－４４４８

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所 まで
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⑥積層セラミックコンデンサ

□Ｃ１ １０４（０．１μＦ）

□Ｃ２ １０４（０．１μＦ）

□Ｃ３ １０４（０．１μＦ）

□Ｃ７ １０４（０．１μＦ）

□Ｃ８ １０４（０．１μＦ）

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

⑧半固定抵抗

□ＶＲ１ １０２（１ＫΩ）

まっすぐに

差し込む

⑤ＩＣ

□ＩＣ１ ＰＩＣ１６Ｆ８４(マイコン) １８ピン

マークを

合わせる

約３ｍｍ

取付方向注意！

⑩トランジスタ・レギュレータ

□ＲＧ１ ８００５（３端子レギュレータ）

※パーツに「8005」の表記のある物です。

□Ｑ１ Ｃ１８１５－Ｙ（トランジスタ）

□Ｑ２ Ｃ１８１５－Ｙ（トランジスタ）

□Ｑ３ Ｃ１８１５－Ｙ（トランジスタ）

□Ｑ４ Ｃ１８１５－Ｙ（トランジスタ）

⑮センサ －パネル基板

□ＳＥＮ.Ｓ

⑫電解コンデンサ

□Ｃ５ １００μＦ

□Ｃ６ １０μＦ

⑬マイラーコンデンサ

□Ｃ４ ２２３

⑭リレー

□ＲＹ１

穴位置に合わせて
まっすぐ差し込む

－の印

足の

長い方が＋
＋

まっすぐに

差し込む

取付方向なし

⑪ＤＣジャック

□ＤＪ１
まっすぐに

差し込む

入
出

ひっぱって切れることを防止

するために図のように穴に通

してから「ＳＥＮ.Ｓ」にハ

ンダ付けしてください。

※センサは延長可能（最大

50cm～1m程度）ですが、発

振回路の一部であるため、あ

まりお奨めはできません。

⑯ＬＥＤ －パネル基板

□ＬＤ１ ３φ黄色

□ＬＤ２ ３φ赤色

□ＬＤ３ ３φ緑色

⑱タクトスイッチ －パネル基板

□ＳＷ１

□ＳＷ２

□ＳＷ３

⑰７セグメントＬＥＤ －パネル基板

□ＳＧ１

□ＳＧ２

狭い 広い

取付方向注意！

足の長い方側

下側

上下を間違えないように、まっすぐ差し込む

取付方向

2mm

指定ケースに実装する場合はＬＥＤを図のよ

うに少し浮かせる（2mm）とケースパネルを

取り付けた時ちょうど良い位置になります。

極性はありません。

⑲パネル基板の取り付け

□Ｌ金具 ２個

□３φ ねじ ４個

Ａ：Ｌ金具を使って図のように基板をねじ止めして

ください。

次項の組立を行うと、パネル側の基板の部品の取り外しや修

正がしづらくなります。ここで部品実装に間違いがないか、

ハンダ付けはうまくいっているかよく確認してください。し

っかりと修正・確認してから次項の組立を行ってください。

メイン基板

パネル基板

①パネル基板にＬ金具を止め、ねじ止め

する。

②メイン基板のウラから、ねじ止めして

固定。

パネル基板

⑦発振子

□Ｘ１ 4.00M HZ
まっすぐに

差し込む

取付方向なし

⑨縦付けジャンパー線

□ＣＮ６（電源スイッチ）

□ＣＮ７（データアウトプラス電位選択）

+

◆当キットに使用されているマイコンには、プログ
ラムが書き込まれています。電子部品店で同じもの
を購入して差し替えても、プログラムが書き込まれ
ていないので、そのまま代用することはできません
のでご注意ください。

□ＩＣ２ ＨＣ４５１１ １６ピン

□ＩＣ３ ＨＣＵ０４ １４ピン

□ＩＣ４ ＨＣ４０６６ １４ピン



-4-

Ｂ：図の箇所（基板うら面）をハンダ付けして２基板を電気的に接

続してください。

ケースに組み込む場合は、先に動作試験を行なってください。

ハンダ付け

メイン基板

パネル基板

ハンダ付け

①電源の接続

Ａ：ＡＣアダプターの場合

消費電力が大きいため（ほとんどを表示に消費）電池動作は、お

勧めできません。

・電池（００６Ｐ ９Ｖ マンガン）で、約１１時間

・電池（００６Ｐ ９Ｖ アルカリ）で、約２４時間

ほど使用可能と思われます。

電池は使用環境で大きく寿命を左右されます。上記時間は目安と

お考えください。

リレーの動作状態によっても時間は変わります。リレーのオン時

間が長いほど使用可能時間は短くなります。

Ｂ：電池の場合

他社製ＡＣアダプターの場合は、電圧が安定化されていないので、

表示電圧よりも出力電圧が高い場合などがあり、耐圧を越える電圧

を投入することにより、ＩＣなどのパーツが破壊されたり、負荷変

動により電圧が不安定になり、マイコンを誤動作させる場合があり

ますのでお勧めできません。なるべく安定化された当社ＡＣアダプ

ターを、ご使用ください。

－ ＋

□ ＡＣアダプター 出力9～12V（ｾﾝﾀｰﾌﾟﾗｽ 2.1φ）

ＳＧＰ－１３５ケースに実装する場合は電池ボックス側から電

池スナップの線を引き出してください。基板実装側からだと電

池スナップの頭がひっかかり電池ボックス側に入りません。

□ 電池スナップ １個(別売）

□ ００６Ｐ型電池 ９Ｖ １個(別売）

※キットには付属していません。別途ご購入ください。

電池 ９Ｖ
赤＋

黒－

電池スナップ

・数字でない表示がでる場合は

７セグメント周りの配線のハンダ付けをチェックしてください。

・非常に熱くなる部品がある場合

すぐに電源をはずして以下の項目を確認

①電源電圧を確認してください。

②どこかがショート（ハンダブリッジや切り残りの部品の足など

で）していないかチェックしてください。

過電圧やショートでＩＣが破壊される場合があります。どうして

もわからない場合は「ワンダーキット修理係」へご依頼くださ

い。（別紙「修理案内参照」）

・その他の異常の場合は

パーツが正しくハンダ付けされているか「組立参考図」で向きや

値をチェックしてください。

「ダイオード」「ＩＣ」「ＬＥＤ」などは向きがありますので組

立参考図をよく見てチェックしてください。

ＤＣジャックの機構スイッチにより、ＡＣアダプターを接続す

ると、汎用電源入力端子（電池）からの入力は切断されます。

７セグメントに温度が表示されればＯＫです。

表示が点灯しない。表示している数字がおかしい。場合は下記ト

ラブル シューティングを参考にチェックしてください。

当キットは校正（正しく表示するための調整）が必要です。

半固定抵抗（ＶＲ１）で調節してください。

温度計を用意し当キットのセンサー部分を温度計のそばにおき、そ

のまま３０秒ほど置いて、温度計と当キットの表示が同じになるよ

うに調整する。

センサー部分を手でにぎり、そのまま３０秒ほど待って、当キット

の表示が３５℃～３６℃ぐらいになるように調整する。

８０

６０

４０

２０

０

－２０

温度計

３０秒後

ドライバで調整

高 低

高 低

温
度
計
は
な
る
べ
く
正
確
な
表
示
を
す
る
物
を
使
用

し
て
く
だ
さ
い
。
（
誤
差
±
２
～
３
℃
と
い
う
物
も

あ
り
ま
す
。
）

しっかりにぎる

②温度の校正

３０秒後

ドライバで調整

センサ

センサ

4066

4066

ACアダプターは当社製

「かしこいACアダプター 12V」又は

「かしこいACアダプター 9V」を

ご使用することをお勧めします。他社製アダプター使用
による故障、誤動作等の保証はいたしかねます。
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リレーの動作温度設定は「ＳＷ１」「ＳＷ２」で行います。

・ＳＷ１（ＤＷ）を押すと設定温度が下がります。

・ＳＷ２（ＵＰ）を押すと設定温度が上がります。

・各スイッチ(SW1,2)を一瞬押すと点滅表示で「設定値」が表示され

ます。（スイッチを離して約2秒後に温度表示に戻ります。）

・各スイッチ(SW1,2)を押し続けると自動的に加算、減算されていき

ます。

リレーの動作モードは2種類あります。

・モード（ＨＩ）

設定温度より高くなるとリレーがＯＮになります。

・モード（ＬＯ）

設定温度より低くなるとリレーがＯＮになります。

設定温度

ＵＰ

設定温度

ＤＯＷＮ

設定温度範囲は、1℃単位で０～７０℃です。

０または７０を表示すると、それ以上数値は進みません。

リレー動作は、設定中には反映されません。スイッチ操作終了後、

約２秒後より反映されます。

設定値はマイコン内蔵のEEPROMメモリに保存されますので電源が切

れても保存されます。

設定についての注意事項

当キットの温度センサー（サーミスタ）の温度係数は空気中で１５

秒です。 急激な温度変化があった場合は、その特性上、リアルタ

イムに表示は追従しませんのでご了承ください。

また、校正後であっても計測誤差により、２７．８℃（実際の温

度）の場合、表示を２８℃と表示したり、２８．２℃（実際の温

度）の場合、に２７℃と表示する場合があります。

温度表示についての注意

※温度係数＝サーミスタの温度が周囲との温度差の６３％に達する時間

例 センサー温度 ２０℃ 外界温度（空気中）６０℃の時

センサー温度が４５℃まで上がる時間が１５秒かかる事になります。

ＳＷ３を押すごとに「ＨＩ」、「ＬＯ」に切り替わります。

リレー動作は操作終了後、約２秒後より反映されます。

設定はマイコン内蔵のEEPROMメモリに保存されますので電源が切れ

ても保存されます。

設定についての注意事項

上でＯＮ

下でＯＮ

モード

切り替え

例１：SW1,2で「２７℃」にセット、

SW3で「上でＯＮ」にセット

(ヒステリシス設定は「０」の時）

2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 ℃

ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ﾘ ﾚ ｰ

例２：SW1,2で「２７℃」にセット、

SW3で「下でＯＮ」にセット

(ヒステリシス設定は「０」の時）

2 5 26 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 ℃

ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ﾘ ﾚ ｰ

[動作]

[動作]

※ヒステリシス[hysteresis]：履歴現象

設定値付近でＯＮ、ＯＦＦの繰り返しが起こらないようにしたいと

きに利用するのが「ヒステリシス設定」です。

ＯＮになる温度とＯＦＦになる温度に差を作ることで、しきい値付

近でのＯＮ、ＯＦＦ繰り返しを抑制します。

設定時に表示される数値は温度差を表しています。例えば「１」に

セットすればＯＮ、ＯＦＦ温度差が２℃となります。温度設定値が

２７℃で「上でＯＮ」の場合

ＯＦＦ→ＯＮの時 ２８℃でＯＮ

ＯＮ→ＯＦＦの時 ２６℃でＯＦＦ

となります。

2 5 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 ℃

ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ﾘ ﾚ ｰオフ→オン

①ＳＷ３を押しながら、電源を入れてください。

②０～３までの数値が表示されます。

（この値が現在の設定値）

③ＳＷ1[DOWN]を押して数値を変更できます。

（ＳＷ２[UP]は使用できません。）

④スイッチの操作をやめてから３秒後に「８８」が表示さ

れ、通常の温度表示になります。

25 2 6 2 7 2 8 2 9 3 0 3 1 ℃

ｵﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ﾘ ﾚ ｰオン→オフ

※「下でＯＮ」の設定の場合は、図の「オン」「オフ」が

逆になります。

押しながら

電源を入れる

①

②

ＤＯＷＮ

方向のみで

数値設定設定表示［０～３］

SW1

SW2

SW3
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設定温度が「０℃」「７０℃」の場合について

表示温度は「０～７０℃」ですが実際の計測は「－

５～７３℃」の範囲で行われていますので、設定温

度０℃、ヒステリシス２℃と設定しても何の問題も

なく正常に動作します。

- 2 - 1 0 1 2 3 4 ℃

ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾌ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ﾘ ﾚ ｰＯＦＦ→ＯＮ

ｵ ﾌ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ｵ ﾝ ﾘ ﾚ ｰＯＮ→ＯＦＦ

- 2 - 1 0 1 2 3 4 ℃

※表示は、０℃以下の時は点滅表示になります。（７０

℃を越えた時も同じく点滅表示になります。）

動作

●ＡＣ負荷の場合の接続例

当キットのリレー接点には の電流が流せますが、機器

によっては電源入切時に大きな電流（定格の３倍以上）が流れ

る場合があります。

接続機器は家庭用コンセント までの物

が安全でしょう。

また、小さな電流（数ｍＡ）しか流れない機器を接続している

と、接点が自己洗浄されず接触不良となることがあります。

接続機器へ※ＡＣ延長コードを、

まん中から切断して使用

電源へ

「バリスタ」取り付け位置

接続機器が誘導負荷（モータなど）の場合に

発生（リレー開閉時）する過電圧を吸収する

素子を取り付ける所です。必要な場合は電子

部品販売店でお求めください。

※図のＡＣコード・電球などは当キットには含まれていませ

ん。別途ご購入ください。

コードをハンダ付け中は電源（ＡＣ１００Ｖ）には絶対に接続

しないでください。

●ＤＣ負荷の場合の接続例

接続の要領はＡＣの場合と同じですが、「＋」「－」に注意す

る必要があります。「＋」「－」をよく確認して接続してくだ

さい。

追加電圧の です。接点電流はＡＣと同じく

です。また、小さな電流（数ｍＡ）しか流れない機器を接続

していると、接点が自己洗浄されず接触不良となることがあり

ます。

電源へ
接続機器へ

＋ －＋－

＋，－注意

※図のコード・モータ・電池ボックスなどは当キット

には含まれていません。別途ご購入ください

●ＴＴＬ出力端子の規格

Ｖ（Ｌ）＝０Ｖ （０．６Ｖ［ＭＡＸ］）

Ｖ（Ｈ）＝５Ｖ （４．３Ｖ［ＭＩＮ］）

Ｉ＝±１０ｍＡ［ＭＡＸ］

※出力電圧は電流値によって変動することがあります。

●ＴＴＬ出力端子の使い方［別のリレーを動かす］

搭載のリレーの容量が不十分なときや複数のリレーを動かした

いときなどの回路例です。

Ｍ
1.2K

C1815

1N4007

1N4007
リレー&負荷

駆動用電源

CN5

TTLOUT

S
G

※リレーは用途に応じたものを選んでください。

上記は基本回路です。リレーによっては値の変更

が必要な場合もあります。

●ＤＡＴＡ ＯＵＴ出力端子の規格

電圧出力レベル：

０～５Ｖとなっています。ＲＳ２３２Ｃ標準規格ではないのでご

注意ください。通信距離は１～１．５ｍ程度です。ケーブル長が

長くなると正常に通信できない場合があります。

通信設定：

・ビットレート ：９６００bps

・データ長 ：８bit

・パリティチェック ：なし

・ストップビット ：１

・フロー制御 ：なし

データ：

・アスキーⅡキャラクターセット

例：１２℃→１３℃ の場合のデータ

「１」「２」「，」「１」「３」「，」・・・
[31H][32H][2CH][31H][33H][2CH]・・・ 16進コード

S 1 0 0 0 1 1 0 0 E S 0 1 0 0

+5V

0V

0 1 2 3 4 5 6 7

最初の８ビットデータ

１ ３ ２

ﾃﾞｰﾀ 31H
S=ｽﾀｰﾄﾋﾞｯﾄ

E=ｽﾄｯﾌﾟﾋﾞｯﾄ

電球

ﾘﾚｰ

ﾓｰﾀ
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●ハードウェア接続の仕方

通信には「２番ピン：ＲＤ」「５番ピン：ＳＧ」端子しか

使用しません。

図のように接続してください。

1 2 3 4 5

6 7 8 9

G

S

CN2

DATA OUT

プラグ側

2Pin:RD

5Pin:SG

CN2:S

CN2:G

※ＭＡＸ２３２などのＩＣを使用してレベル変換する場合

信号レベルが反転しているので前段に反転回路を入れる必要が

あります。ＩＣを経由することで正規の信号レベルとなり、長

距離（約１５ｍ）の延長が可能となります。

R1 OUT

T2 IN

T1 IN

R2 OUT

+

2
V+

C2- C2+ C1- C1+

+ +

5 4 3 1

+

6

V-

IC1 MAX232

CD RD SD ER SG

DR RS CS CI

1

6

T1
OUT

R2 R1 T2
IN IN OUT

DSUB 9pin ﾌﾟﾗｸﾞ

14 8 13 7

C3
1μ

C1
1μ

C2

1μ

C4
1μ

12

10

11

9

5

9

+5V

+5V

R1

10K

Q1
C1815

［反転］ ［レベル変換］

CN2

DATA

OUT

S

G

●ＰＣ（パソコン）への接続

ＲＳ２３２Ｃ（シリアルポート）の空きがあり正常に使用可能

な状態にあるＰＣに接続可能です。

ＰＣの［コントロールパネル］－［システム］－［ハードウェ

ア］－［デバイス マネージャ］－［ポート（ＣＯＭとＬＰ

Ｔ）］で通信ポートＣＯＭ１やＣＯＭ２などがあるか確認して

ください。ある場合は使用予定のＣＯＭのプロパティを見て正

常に動作しているか確認してください。

※以降ＰＣについての解説・画面図はすべてWindowsXPによる物です。

※プラグ・配線材は当キットには付属していません。別途お買い求めください。

③接続の設定にて「接続方法」

を選択してください。

ここでは「ＣＯＭ１」として

「ＯＫ」をクリック。

※実際に接続しているＣＯＭを

選んでください。

④選択したＣＯＭのプロパティが表示されますので、下記の通

信設定どうりに設定して「適用」→「ＯＫ」をクリックしてく

ださい。

●ＰＣ上でターミナル（Windows標準添付ソフト）を使って

温度データを取得する。

手順

①ハイパーターミナルを起動してください。

②接続の設定にて「名前」を入

力してください。

ここでは「温度センサ２」とし

て「ＯＫ」をクリック。

※名前は何でも可

⑤下のような画面が表示され、温度センサ本体に表示されてい

る数値と画面に表示される数値が同じであれはＯＫです。

●データの保存：

［転送］－［テキストのキャプチャ］でファイルに保存する又

は保存したいデータを選択して［コピー］＆［貼り付け］でテ

キストファイルに貼り付ける方法でも保存可能です。

●通信を停止する：

［通信］－［切断］で停止することができます。

●接続を保存：

［ファイル］－［名前を付けて保存］で通信接続の状態を保存

しておくと設定の必要なしで次回起動できるようになります。

（****.htというファイルができ自動でショートカットが作成

されます。）

※ＣＯＭポートに関する

対処はＰＣによって違い

ますので当社では対処い

たしかねます。ご購入の

ＰＣのマニュアルや仕様

書を参照してください。

※プラグ・パーツ・配線材は当キ

ットには付属していません。別途

お買い求めください。

９６００

８

なし

１

なし

R2

10K

※温度が、０℃以下又は、７０℃以上のとき（温度センサ本体

の表示が点滅のとき）の出力データは "X0" です。
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◆電源・配線接続・ハンダ付けが正しく行われているか、もう

一度チェックしてください。

◆どうしてもわからない場合は、現在の症状を明記の上、別紙

「修理の案内」の手順で修理依頼をしてください。

◆当キットは「マイコン」を使用しています。強い電磁波を受け
ると誤動作や暴走を起こすことがあります。またメモリの内容が
変化することがあります。（暴走した場合は一旦、電源をはずし
て、３秒ほどおいて、再投入してください。）

◆基板本体を寒い所から熱い所に急に移動させた場合、結露（水
滴が付く）が起こる場合があります。結露が発生したときは、す
ぐに電源を切ってください。故障の原因となります。結露が治ま
ってから電源を再投入してください。

IC2 ４５１１

ＬＥ

５

ＬＴ ＢＩ

３ ４

６ ２ １ ７

Ｄ Ｃ Ｂ Ａ

ａ ｂ ｃ ｄ
ｅ

ｆ

ｇ

13 12 11 10

９

15

14

IC1 １６Ｆ８４

PIC 16F84 HCU 04HC 4511

Ｒ１４～Ｒ２０

１．５Ｋ×７

９Ｖ

９ ８ ７ ６２

16 1518 17 12

13

４

11

10

RA3

RA1 RA0 RB6

RB7

MCLR
RB4

RB5

RB0RB1RB2RB3

OSC1 OSC2RA4

ＤＪ１

ＣＮ１

HC 4066

３

14

5 7

16 14 14

8 7

ＮＯ接点

負荷電源

ZNR1

＋

－

ＩＣ４ ４０６６

＋

－

３，４，８，９
番オープン

ﾘﾚｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ

ﾘﾚｰﾄﾞﾗｲﾌﾞ

＋＋ ＋

５，６番 ＧＮＤ

Up ON

Down ON

8005

ＯＧＩ

赤(4-f)

緑(2-a)

ｆ ｇ

ｅ

ｄ

ａ

ｂ

ｃ

1 2 3 4 5 6

H=ON L=OFF

RA2

1

R13

1K

DATAOUT

1
13

2

IC4

IC4
3 4

5

SEN.S

103

IC3 IC3 IC3

R11

22K

XT1

R18

R17
R16
R14

R15

R19
R20

R1
10K

R10
22K

R9
3K

R21
270 CN5

TTL
OUT

S
G

LD1

R22
4.7K

D2

Q4

RY1

Q3R3
22K

Q1
Q2

R2
10K

SG2 SG1

SW2
UP

D4

SW1
DW

D3

SW3
MODE

D5

R8
4.7K

R7
4.7K

VR1
102

R6
3.0K

R4
470K

R5
10K

C4
223

CN2

S G

ＴＯＰ ＶＩＥＷ

ｺﾓﾝ ｶｿｰﾄﾞ

ｺﾓﾝ

ｆ

ｇ

ｅ

ｄ ｺﾓﾝ

ａ

ｂ

ｃ

D.P

ｺﾓﾝ

ｆ

ｇ

ｅ

ｄ ｺﾓﾝ

ａ

ｂ

ｃ

D.P

LD3

LD2
f

a

CN3

CN4

1

2

1

2

C1
104

IC2 IC3 IC4

C8
104

C2
104

IC1

C7
104

I G O

C6
10μ

C5
100μ

C3
104

RG1D1

CN6

CN7

R12

JP

黄

共立電子産業株式会社 共立プロダクツ事業所
〒556-0004 大阪市浪速区日本橋西２－５－１

ＴＥＬ（０６）６６４４－４４４７（代）
ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８

製品開発・販売元

・本製品の規格以外の使い方や改造の仕方についてのご質問にはお答えできません。
・規格以外の使い方や改造による不動作、部品の破壊等の損害については一切補償致しません。
・ご質問は質問事項を明記の上「封書」「ＦＡＸ」「Ｅメール」でお願いいたします。
お電話ではお答えできません。(内容によっては回答に時間のかかる場合があります。)

［ＦＡＸ（０６）６６４４－４４４８］

［Ｅメール wonderkit@keic.jp］

お問合わせ先
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①右記のものを、ご用意ください。

②ケースの付属のパネル面の上に下記の穴あけ用型紙を切り取って

張り付けて（セロテープ）ください。

（ケース付属のパネルは厚く加工が難しいので同サイズに切ったの

プラ板（厚さ１ｍｍ）を使用した方が加工が容易になります。）

③きりで穴あけ箇所の中心に印を付けてください。

（いきなり穴をあけると中心位置がずれます。）

印を付けた後は型紙を、はがしてください。

④各箇所に合わせた刃のドリル刃で穴あけしてください。

（まちがえないように注意）

⑤ニッパー・カッターで「表示穴」箇所の部分を四角くあけてください。

（最後の仕上げに、やすりを使うとより、いっそうきれいに仕上がります）。

⑥先に穴開けしたパネル板を基板パネル面にはめ、ケースに実装し

て、ねじ止め（タッピングねじ ４本）してください。

⑦ＡＣアダプター用の穴をあけます。

１．ＤＣジャックの位置に合わせて図の位置に油性マジックで印

をつけます。

２．その中心に印をつけ、ものさしでその下、５ｍｍの位置に印

（穴あけ箇所です）をつけてください。

３．基板をケースから取り外し（はずさないと基板をドリルで傷

つけることになります。）、ケースの上ふたを、ねじ止めして

ください。

４．印の箇所に、１０φの穴をあけてください。（ドリルの刃が

小さいものしかないときは穴を大きくする道具「シャーシリ

ーマ」を使用して広げてください。）

□ものさし □ドリル □ニッパー

□セロテープ □ドリル刃 □カッター

□ケース □タッピングねじ（３φ×６）４本

□油性マジック □きり

線を引く

ケース側面

5mm 基板を出して、ふ

たを閉めてから穴

あけ（１０φ）

ふたをねじ止め

ニッパー・カッターで

となりの穴同士をつなげて四角の穴をあける

型紙

１／１ 穴あけ用 型紙 （失敗した時のためにも、できれば、コピーしてご使用ください）

ケース付属のパネルは厚みがあり加工しず

らいので加工の苦手な方や失敗した方は、厚

さ１ｍｍ程のプラ板を同サイズ（８５．８×

３１．８[ｍｍ]）に切り使用してください。

（厚みは必ず１ｍｍの物を使用してくださ

い。厚すぎるとケースに入りません。）

プラ板（アクリル板）はホームセンター等

で購入できます。カッターの専用品「アクリ

ルカッター」もいっしょに購入しておくと便

利です。

キリトリ線（カッターで、ていねいに切断）

メイン基板

パネル基板

穴開けしたパネル

⑧上ふたを開け、再度基板を入れ、ねじ止めして終了です。

シャーシリーマ

穴を大きく広げる道具です。ドリル刃が小さ

いものしかない時に使用ください。ホームセ
ンター等で購入できます。

ねじのピッチが荒い物ピッチの狭いねじ

はプラスチックケ

ースに止めるには

不向きです。
タッピングねじ

まず「きり」等で中心の印をつけてから穴あけ！

はめ込んでから

ケースの中へ

狭い側に張り付け

狭い側が外

パネル板

φ3.0×22 φ3.2

φ3.2

φ3.2

φ3.2

φ3.2

φ3.2

φ3.0

10.0

mm(要スケール確認)


